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感染症診療は、臨床の基本を最も

端的に示す領域です。診断に

は、画像所見や血液検査データだけで

なく、丁寧な問診と的確な身体診察、

さらに生活環境や社会的背景の理解が

欠かせません。患者さんの状態を多面

的に把握し、経過を注意深く追いなが

ら判断することが求められます。その過程には、

臨床の根幹を成す観察と考察、判断と省察の営み

が常にあります。

　この10年、感染症を取り巻く状況は大きく変

化しました。新興感染症の出現、診断技術や治療

薬の進歩、医療体制の再構築など、現場は絶えず

新しい対応を迫られています。しかし、どれほど

時代が変わっても、診療の基本となる姿勢は変わ

りません。医療の技術やシステムがどれほど進歩

しても、それを生かすのは、目の前の患者さんを

真摯に診るという“確かな臨床の力”です。

　感染症は、臨床医にとって最も身近で、かつ、

避けて通れない課題です。症状は多彩で、年齢や

基礎疾患、生活環境によって経過は大きく異な

り、個々の状況を的確に把握し、全体を見渡して

判断する総合的な視点が求められます。限られた

情報を整理しながら仮説を立て、多職種チームと

の協働のうえ、患者さんの生活背景への理解が欠

かせません。感染症診療は、医療の現場において

広い視野と柔軟な対応を必要とする領域であり、

総合診療の実践と深く結びついています。

　また、感染症は個人の病気にとどま

らず、社会や地域のあり方とも密接に

関わります。高齢者施設や家庭内での

感染、ワクチン接種に関する課題、医

療へのアクセスの不均衡など、社会構

造の影響を常に受けながらの対応が求

められ、地域全体の健康を視野に入れ

た実践が不可欠です。

　本特集では、臨床現場で感染症診療に携わる多

くの先生方に、この10年を振り返りながら、変

化する医療環境の中での課題と展望を示していた

だきました。いずれの論考にも、日々の診療に根

ざした実践と深い省察が込められています。今回

の執筆をお願いした先生方は、いずれも各分野で

ご活躍の識者であり、私自身が心から敬愛してい

る方々です。お忙しい中にもかかわらず、快くご

執筆をお引き受けくださり、貴重な原稿をお寄せ

いただいたことに、この場をお借りして心より感

謝申し上げます。

▼

　感染症診療の進歩はこれからも続きます。た

だ、その根底にある臨床の姿勢─患者さんを

見つめ、考え、判断し、振り返るという営み─

は決して変わりません。毎日の実践の積み重ね

が、現場の診療を支えています。

　本特集が、日々の臨床を担う皆さんとともに歩

みを振り返り、これからの医療をより良いものへ

と築いていく一助となれば幸いです。�
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変化の時代に、変わらぬまなざしを
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